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授業内容 

＜ゼミの概要＞ 

新型コロナウイルス感染症拡大の影響で、現在私たちの生活は大きな変化を余儀なくされています。

感染への不安、外出自粛と生活習慣の乱れ、他者と対面で会えない状況、オンライン授業での PCやスマ

ートフォンの長時間使用、経済的問題や就職活動への影響など、多くの困難がある中で、私たち自身の

こころとからだの健全な在り方を考え、実践することの必要性は、これまでになく高まっています。こ

のような「心と身体」をテーマに、心理学を中心とする多角的な視点から学んでいるのがこのゼミです。 

新型コロナウイルスの影響が出る以前から、SNS によるコミュニケーションや AI 技術の発達により、

現代の私たちを取り巻く人間関係や社会との関わり方は多様な変容を遂げてきました。そうした中にあ

っても、私たち自身はやはり生身の身体を持ち、それに影響される存在です。健康や幸福感、精神疾患

や心理療法などをめぐる心の問題への高い関心にもみられるように、心と身体から人間を捉える試みは、

ますます重要性を増しているといえます。このゼミでは、心理学や脳神経科学といった心を探求する学

問*注 1を学び、人間の心身のさまざまなあり方を研究しています。またそれらと並行して、主に東洋の身

体的な実践や思想*注 2も参照し、統合的で調和した「心身一如*注 3」の人間理解について考えています。 

 

＜ゼミで扱うテーマ＞ 

現代の私たち自身の諸問題から、哲学的な人間の問題まで、幅広い内容が含まれます。これまでに扱

ったテーマの例として、ｽﾄﾚｽと不安、幸福感、表情、笑い、痛み、SNS と読書、ﾏｲﾝﾄﾞﾌﾙﾈｽ、東洋医学、

東洋哲学、武道と禅などがあります。その他にも、自分自身の生活体験や他者、社会との関わりを含め

て、現代を生きる人間の心や身体の多様なあり方に興味がある人は、自身の関心を手掛かりに学びを進

め、興味を拡げていくことができるでしょう。その意味で、前提として必要な予備知識はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当教員 科目名 

 

（新規嘱任者） 

関係構成論ゼミ（心身論） 

副題:東洋思想とこころの科学を統合する 

プログラム：関係構成論 

6 
定員 

 

13名程度 

担当教員 科目名 

 

宮田 裕光 

「心身を生きる人間」論ゼミ（心身論） 

副題: 心と身体の心理学と実践 

プログラム：「心身を生きる人間」論 

 
定員 

 

11名程度 

2020年度ゼミ集合写真 (2020年 6月 22日) 
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＜ゼミ活動について＞ 

3 年生では、基本となる文献を講読したうえで、グループで心理学の実際の研究を体験します。また、

日本語に加えて英語での論文講読や、表計算・統計ソフトなど*注 4の活用に馴染めるよう、基礎からポイ

ントを学びます。4年生では、各自のゼミ論文に取り組みます。ゼミ論文は、心理学の調査、実験に基づ

くものから、ゼミでの学びのまとめや文献を踏まえた論考まで、可能な限り各自の希望に沿った対応を

したいと考えています。また授業内で、身体的な実践のいくつかを、初めてでも誰でも自然に楽しめる

形で実際に体験する機会を作ります*注 5。それらを通して、ゼミ生相互の親睦を深めることができます。 

 

＜新型コロナウイルスへの対応＞ 

2020 年度は、新型コロナウイルスの影響で、毎週のゼミや研究指導を Zoomで行っています。春学期に

は、Zoomでゼミ運営方針の相談やオンライン懇親会を行い、情報交換やゼミ生相互の親睦を図りました。

また、自粛生活と心理的健康をグループ研究のテーマにする、ゼミ論文の質問調査をオンラインで実施

する、オンラインの「笑いヨガ」実習で身体や眼の疲れの緩和を図る、といった工夫をしています。2021

年度にかけては、状況に応じて、対面でのゼミや研究、相談等の再開も検討します。色々な制約はある

中でも、必要なゼミ活動やゼミ論文への取り組みができるようにしていきますので、ご安心ください。 

 

*注 1: 研究分野の例として、認知・行動、思考・意識、脳と心、感情・情動、生理・自律神経、ﾏｲﾝﾄﾞﾌﾙﾈｽなど。 

*注 2: 具体例として、ヨガ・瞑想、整体・東洋医学、仏教・禅哲学、武道、スポーツ、速読、伝統芸能など。 

*注 3: 心と体を一体で分けられないものと捉える考え方。 

*注 4: Word, Excel, PowerPoint, HAD/SPSS (統計) などを習得します。研究内容により PsychoPy など。 

*注 5: これまでに、オンラインの「笑いヨガ」(2020年度)、ﾏｲﾝﾄﾞﾌﾙﾈｽ、ヨガ、武道などの体験実習を行いました。 

 

シラバス 

【3年生】 

春期：基本文献の講読 (発表および討論) を行います。 

秋期：夏季休暇までに 3～4程度のグループによる研究を立ち上げ、心理学研究の実際を体験します。 

【4年生】 

春期・秋期：各自の研究とゼミ論文の進捗発表。 

※ 正規授業以外の合宿や勉強会などについても、皆さんの希望を踏まえ、相談して決めていきます。 

 

教科書 

【3年生】【4年生】 

年度によって、下記の文献を講読しています。詳細は授業内で指示します。 

春木豊・山口創 編著 (2016). 新版 身体心理学：身体行動 (姿勢・表情など) からの心へのパラダイム. 

川島書店. 

 

参考文献 

書籍 

春木豊 (2011). 動きが心をつくる―身体心理学への招待. 講談社. 

久保隆司 (2011). ソマティック心理学. 春秋社. 
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湯浅泰雄 (1990). 身体論―東洋的心身論と現代. 講談社. 

J.カバットジン (2007). マインドフルネスストレス低減法. 北大路書房. 

Z.V.シーガル 他 (2007). マインドフルネス認知療法 うつを予防する新しいアプローチ. 北大路書房.  

S.ベグリー (2011).「脳」を変える「心」. バジリコ. 

小宮あすか 他 (2018). Excelで今すぐはじめる心理統計:簡単ツール HADで基本を身につける. 講談社. 

板口典弘 他 (2017). 心理学レポート・論文の書き方:演習課題から卒論まで. 講談社. 

 

学術雑誌 

Mindfulness, マインドフルネス研究 (日本マインドフルネス学会) 他、授業内で随時説明します。 

 

評価方法 

【3年生】 

平常点 (授業での発表・討論、研究活動・課題への取り組み) によって総合的に評価します。 

【4年生】 

平常点とゼミ論文によって総合的に評価します。 

 

授業実施曜日・時限 

【3年生】【4年生】 

3 年生は 5 限、4 年生は 6 限に登録されますが、ゼミは基本的に、2 学年合同で月曜 5, 6 限に行います。

5～6 限 (16:30～19:45) の時間は他の授業や予定を入れず、ゼミに出席できる体制を取ってください。 

 

履修モデル*注 5 

*注 5: 下記は科目履修上の参考ですので、必ずしもこの通り履修する必要はありませんが、関連分野の知識、技術 

をなるべく体系的に習得する上での目安にして下さい。 

学生像 

人間の心や身体を含めた生き方やあるべき姿に関心があり、幅広い分野に関心を持てる人。他人と違っ

ていることを恐れず、自らが本気で大切に思うこと、面白いと思うことを真摯に追求できる人。 

将来の活動フィールド 

特に想定している分野はありません。試行錯誤しながらでも、自分自身の進むべき道を切り拓いていっ

てください。近年はマインドフルネスや瞑想が世界各国の企業でも研修に導入されているように、心身

の心理学や実践は、あらゆる仕事で自己のあり方を形づくる基礎となり、役に立つはずです。 

履修が望ましい外国語 

通常のゼミ活動は日本語で行います。ただし研究内容に応じて、英語の学術論文や文献を参照すること

があります。 

ブリッジ科目 

心身論/生活世界と身体/現代人間論系総合講座/心理学概論 1, 2/心理統計学 1, 2*注 6/大人のこころ/子ど

ものこころ/認知科学/神経心理学/臨床心理学/学習心理学/霊性と身体/生命倫理 

現代人間論系演習 

生活世界・社会と身体/他者と身体、身体から見た人間/こころとからだの関係を考える/心をしらべる/

心をみる/現代社会と心の機能/自己形成と無我/宗教と共同体/道徳意識の研究/実存と他者の倫理 
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グローバルエデュケーションセンター提供科目(フルオンデマンド)*注 6 

統計リテラシーα/統計リテラシーβ/統計リテラシーγ 

*注 6: 3 年生後半から統計の学習を行うので、関連科目の活用により理解を深められます。 

 

担当教員から 

このゼミは 2017年度にスタートし、来年度で 5年目を迎えます。2020年度には、心理学を専門とする

教員や大学院生の方にも、高度授業 TAやオブザーバとしてゼミに参加していただき、相談や助言を得ら

れる環境も充実しました。今後も、さらに愉
た の

しく実りあるゼミにしていきたいと思います。ゼミ選択に

迷った場合や尋ねたい点があれば、教員 (宮田: miyata@waseda.jp) までお気軽にご連絡ください。 

現代人間論系には現在、心理学を学べる 3つのゼミがあります。乳幼児の発達心理学を学ぶ清水ゼミ、

人格・パーソナリティ心理学の領域を中心に研究する小塩ゼミ、およびこのゼミです。心身に関わるテ

ーマを幅広く扱いつつ、人間を対象にした調査、実験・計測や、身体的な実践にも触れられるのがこの

ゼミの特徴です。各自の学びたい領域をよく考慮してゼミ選択を行ってください。 

 また担当教員は、2019 年度より大学院文学研究科心理学コースを兼担しています。修士課程への進学

を考えている方のご相談も、随時歓迎します。研究者を目指す場合に加え、公認心理師の資格取得や、

ゼミでの学びを将来に活かしていく上でも、大学院でさらに学びを進めることは役立つと考えています。 

 

選考方法 

・ゼミ志望理由書 ・2年春学期までの成績を参考にします  

・必要に応じて面接を実施します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 マインドフルネス実習（食べる瞑想）の様子。(上) 野菜スティックを“瞑想的に”取
りに行きます。(下) 野菜を味わって食べ、体験したことを互いに報告し合います。 

(実習の写真は 2018年度のものです) 


